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1緒 樗

結核菌が種々なる化学薬品に極めて抵抗強き原因の一

としてそφ有する蝋脂質が想像され,し かも菌体蝋脂質
げ ゆ　

に抗酸性を与 う本態の存ナることは既に「アンダーソソ」

その他の業績で明確にされた。 しか し,蝋 脂質がいかな

る化学機序によつて生成されるかは未だ分明でない。従

つて,結 核菌の特質を形成するものとして蝋脂質の問題

は重要であり,そ の本態の究明は結核の化学療法への示

竣を与 うるであろうと考えた。私は結核菌乖びにその他

、の抗酸性菌二三につき菌の発育に伴 う合成培地成分消費

の定量測定により,菌 体の新陳代謝の具体的事実を追求

し・特に螺脂質の生成機序に関 する側面的 笑験を行つ

た◎

2巽 験 方 法

笑験に使用した菌株ほ人型F株 。青山B株 ・B。C.G.

操 ・牛型≡輪 株。鳥型A62株 ・「チモテー」株3所 謂 「ス

メグマ」株の七株で,培 地はSautOlf変 法培地(味 の素

加)を 用いた。培養の条件を総て一定するため培地の各

成分は化学天秤で正確に秤量 し,1000。 三角「コルペン」

に400c宛 分注 して法のごとく漉菌 し培養に使用したo

培養は禍巻白金耳で約10㎜gに 相当する各菌量を浮ぺ10

日,30日,50日 培養をしたものを滅菌 して,、溜水で4000と

し濾過後さらに吸着をさけてReichel濾 過管で除菌 した

ものを定量の試料とした。対照は総て培地そのま玉につ

いて定量測定し対照値 とした。

3実 験 成 績

1)増 菌量及びPHの 変化

菌は濾紙で濾別 し充分に蒸溜水で洗つた後58。Cの 恒

温器申で3日 間濾紙上で乾燥 して秤量 した。PHは28%

「ア ソモニア」水を培地ユLに2ρ5eo入 れ でPH7・2に 修

正 した。菌体発育は鳥型及び非病原型に著 しく培養10日

で頂点に近 く,人 型及び牛型は30日 以降より増菌し,特

に牛型は発育の遅延なことを認めた◎各株 とも培養50日

で70%～90%の 増菌量を示した。菌膜は牛型三輪を除 く

外は乾燥し,色 調に「スメグマ」及び「チモテー」の帯朱褐

色の外は帯黄色を示した。人型は菌膜に重厚味を帯び,

牛型は比較的罪薄で穎粒状を呈するものが多 く,鳥 型及

び非病原型では軽い泡沫昧を帯びた感があつた。菌膜の

洗下は発育完了及びPHと は何等関係を認め得 な か つ

た。PHの 変化は概ね培養 日数に比例して 「アルカリ」

性に傾 く方向を示したが,B・C・G・ では培養50日 目に最

初のPHに 帰る現象を認めた。培地濾液の色調はム型、、

牛型では培養日数に銘例して濃縮された力鶏 鳥型,非 病

原型で鵬 絶 を呈 し特に「スメグマ」に著 しかつた・灘

2)粗 製「ツペルク リン〕蛋白の定量'

蛋 白沈澱剤として「トリク掴ル」酷酸を用い,試 料1008

に50%「 トリクロル」酷酸を加えて遠心洗澱し定量 した。

粗製「ツ」蛋白量及び50%「 トリクロル」酷酸による沈醗物

は壇菌に従い出現するボー般 に遅れて現れ,人 型,牛 型霞

鳥型では培養30日 以降に著 しく非病原型は比較的早期

に出現ナるのを認めた。-

3)「 グ リセ リソ」の定量

「グリセ リソ」の定量は8h磁off及 びSche8takoffの 怯,

鞠議驚欝鵠鯉購解こセ薦蒜饗龍
した。 培 地10co中 の理 論値 は747ゐ ㎎ で 対 照 値 は

717・Omgで あ つ た 。 「グ リセ リソ」は菌 体 発 育}ζ伴 い概ね

比 例 して 消 費 され1ヒ。 培 養50日 では 人Fは そ の71%,青

山Bは55%,B・C・G・ は40%牛 三 輪 は27%,蓋 劒 は符

%,非 病 原型 は75%内 外 が 消 費 され た 。 す な わ ち人理, 、

鳥 型 及 び 非 病原 型 で は高 度 に消 費 され,牛 型 で は著 し く

消 費 の 少 な い特 徴 を表 わ した 。 癩'

第1表 培 地1工 申 の理 鹸 的重 量

グ リ セ リ ン600c。CH20H

ノ・CH20H74。7692

CH20H

ク エ ン 酸2・OgrCH2COOH

∴C(OH)COOII,H202;Og澱

CH2,COOH

昧 の 素 ・8;09コCH2,COOH

∴CII26999讐

CH(NH2)COOH

Na1.08992

第 二 燐 酸 カ リ0る 解 ∴Kα29澱

PQ40.29659

恥 梱 一墜 α59ぎ∴晦 α享・・9讐
894α39㎏ ・
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多 ∵ タ 撃 α・59・ 棚

蒙%ア ンモ=ア2伽 ∴NH,,・ ・549・

4)味 の素の定量

「グルタミソ」酸の塩酸塩として定量 した◎試料10ccを

除蛋白後濃縮し濃塩酸で処理 して「グルタミソ」酸の塩酸

塩を結晶させ,硝 子濾過器上で集め秤量測定 したΦ培地

10cc中 の理論値は塩酸塩として75・7mgで 対照値は7LO

ngで あつた。味の素の消費は概ね増菌墨に比例 し 菌体

は発育に先立つて,大 量を消費する傾向があつた・人型

及び牛型では50～75%を,鳥 型及び非病原型では80%を

消費した。

5)鉄 の定量

鉄を第二鉄「イオソ」にまで酸化 し之にrロ ダソアソモ

ン」を加え,「 ロダン」鉄の赤色を比色定量 した◎対照値

は0,115±O・017mgで 理論値は不明な%培 地申のfク エ

ソ」酸鉄 「アンモソ」の鉄は所謂 「スメグマ」を除 く外

は消費されなかつた◎

(附)培 地1あ 中の成分の理論的重量は第1表 のごと
'し
穏 〆

6)抗 煮沸性試験

各菌株の「グリセリソ」消費と抗煮沸性試験との関係を

比較するため占部氏に準じて行つたe50日 培養したもの

肇を試料とし
,法 に従い菌液作製後均等に載物硝子に塗つ

て,rチ ールJ液 で染色後沸騰水中に浸演し鏡検 した。各

菌株の抗煮沸性試験値は「グリセ リン」消費と何等関係を

見出し得なかつた◇ 、.

7)酸 可溶性無機燐の定量

培地中の第ご燐酸 「カリ」の燐の定量はY・"itghurg-

Youngburgの 法 によつた。試料10¢¢に硫酸加Molybden

酸塩溶液を添加して,燐 一一Me-一一ue塩を 化生させさらに

SncI2液 を添加 して,還 元させるとMoO2の 還元物 に

基因する膠質性の青色が発現する。これを基準燐酸塩溶

液と比色して測定 した◎一般に増菌に比例 して消費され

るが,牛 型に著 しく消費の少ないことが確認された◎定

量成績は第2表 のごとしe

第2表 無機燐の定羅

人

10日 20日 30日

蒙1伽9 286mg

F燐18 ・57mg/dli3・29mg/dl

1321mg

l2・4mg/de

滝 嬢L22搬9
BI倒6 ・・mg/d1

1・94mg
283m9

i3・24mg/d112・43mg/dI

C

・
G

Bl菌14
滋90量 1237mg 365rng

倒&・2mg/dll3・S4mg/dX12・97mg/dl

豊膿
翰

属 「 「98恥9 240mg

〃'

國&78mg/dl1伽9/dll6・3・4mg/dk

s劃 ・伽gl286鑓9

Zecl4・73mg/dll3・5ユ 噌dユ

138Sm9

培地組成の変化状態

3,36m墓 ゾdI

㌦ケ

{}一 一 増

8)培 地組成の変化による菌体発育の観察

菌体はSauxtぐ>lt変法培地に発育した約10mgを それ

ぞれの培地に移穂 した。第一群は対照としてSauton変

法培地を,第 ご群は「グリセ リソ」量をO・5%.と し,第 三

群はrグ リセリソ」を20%,第 四群は第ご燐酸「カリ」欠,

第五群は「クエン酸鉄アンモン」欠の培地を作製 した◎培

養は40Hで 第ご代の培養に移し,そ の40日 目の状態を比

較したgま ず第二群は人Fの 外は対照に比 して少燈なが

ら菌の発育を認め,菌 膜は菲薄で時に小片に分散する傾

向を見た。第三群は人型牛型ともに発育せず,鳥 型に少ノ

菌 量 味の素消費量
ツベルクリン蛋白蟹 グ リセリン消袈量

図 表A
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図 表B
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図表C
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図表D
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量,非病原型では相当量の増殖を認めた。第四群は人型,

牛型及び鳥型ともに発育像なく,非病原型に極少量の増

菌を認めた◎第五群は対照に比し穂ζ増殖は少ないが総

ての菌株に中等度の増菌を認めた◎

4総 括並 び に考按

以上の実験結果から各種結捜菌の発育に伴う主なる培

地成分の消費の定量的比較が,培 場組成相互の関連性と

菌体各個の新陳代謝の状態を若干 明らかにし得たと思
●

5。

1各 菌株毎の増菌量,「 グリセ リソ」消費量,昧 の素消

費量,粗 製「ツベルクリン」量を%で 函数曲線で表 し比

較すると図表A・B・C.D.の ごとくなつた9す なわち

一般に各成分の増菌量に比例して消費される
◎この事

実は鉄及び無機燐の定量において も同様のことがいえ

たポ

濯/

卯//

/gs

t74

10・



の 人型では味の素及びfグ リセ リン、!消費曲線は増菌

曲線を上まわり比較的菌発育早期 より多量を消費す

ることを示 した。昧の素と「グリセリソ」消費は増菌

量に比例 し,粗 製「ツ」蛋白量は晩期に出現 して比例

しない◎

b)牛 型は味の素及び「グリセ リン」の消費は概ね菌の

発育に比例するが,共 に「グリセ リソ」の消費少なく

特に牛三輪に著 しく8・C・G・ は人型との中聞型を

とつた。粗製rツ 彊 白は殆ん ど人型 と類 似してい

る◎

の 鳥型は非病原型 と殆んど同様の態度をとり 「グリ

セリソ」及び昧の素の消費は人型 より少なく,粗 製

「ツ」蛋白様物質の出現は比較的早期 に現 わ れた◎

2単 位菌体の 「グリセ リン」及び昧の素消 費 と粗製 。

「幻蛋白量の味の素消費量の比を見ると第3表 のごと

くなつた。すなわち表申ωのごとく「グリセリソ」に関・

しては,人 型は培養50日 で約1.57牛 型 は0・6,鳥 型及

び非病原型は0.9～1。0の数 値をだ した◎ この事 実は

Andersonの 菌体分析による蝋脂質量 と一致 しないが

人型が他型より大量の蝋脂質を有するであろ うことと

は一致している◎つぎに㈲の結果のごとく昧の素ではプ

発育初期は人型牛型が多量を消費し,中 期以後は一致

した消費数値をだしている¢粗製rツ 」蛋白量と昧の素

消費量の比は培養50日 においては殆んど一致 した値を

だした◎

3各 菌体の「グリセリン」消費量と無機燐の消費量を比

較すると,牛 型が「グリセリン」消費の著 しく少ないこ

とと無機燐も同様に消費の少ない事実を発見する◎こ

れは従来未だ指摘されなかつたところである¢現在使

用される「グリセリン」加合成培地においては,結僕菌は

主として多価「ナルゴール」である「グリセ リソ」から高

級「アルコール」である蝶脂質を生成するものと考えら

れる。また燐酸が種々の生物化学的生体内反応におい

て一方触媒的作用を営みつ蕊,他 方自からも消費 され

て生体を構成してゆくことは注目すべき性質であるが,

牛型菌においてfグ リセ リン」消費が少ないと共に燐酸

の消費 も少ないとい う事実は,結 捜菌の代謝機構にお

いても同様のことがいわれるとい うことを示唆 し興味

が深い。

4菌 体のiグ リセ

リン」消費量と抗

煮沸性試験の結果

は関連性を見出 し

得なかつた◎

5菌 体の鉄の消費

量測定と鉄欠の培

地における発育観

察の結果から,鉄

をまL◎皿gu,s塾i-

be鴬 が既に述ぺて

いるごとく発育促

進物質であるが,

全然消費 しない事

実から一種の触媒

的役割をなすものであることを確め得た◎

5結 論

1合 成培地の主なる成分は菌体発育に伴い概ね平行し

て消費された。特にB・C・G・ 株が入型と牛型の中間

型を示 した◎

2「 グリセリソ」及び無磯燐の定量より牛型が特に消費

少ない事実かち菌体蝋脂質の生成が「グ リセジソ!及び

燐酸と密接な関係の存在することを認めた。

3昧 の素の消費は菌体発育晩期においては粗製rツ ペ

ルクリ多」量の出現と比例した。

4抗 煮沸性試験の成績は各菌体のrグ リセリソ」消費量

と関係を認め得なかつた◎

5培 地中の鉄は発育促進物質である外に触媒的役割を

なす物質であることを認めた◎
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